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　本号の「憧鉄雑感」でも触れられているように，2月下旬現在，残念ながら新型コロナウ
イルス（SARS‒CoV‒2）の感染拡大が続いています。医療関係の集会を含めた様々なイベン
トも中止が相次ぎ，重苦しい雰囲気が日本中を包んでいます。こういった時期の情報伝達
は，便利になった現在の方が，ある意味，昔よりも難しくなっているように感じます。医療
関係者からもインパクトの強いメッセージが，真偽不明のままネットなどを通して国内外に
広く流されますが，誤解の増幅だけに終わらないように願っています。
　丁度入試シーズンにあたり，感染は入試実施にも影響しています。私が所属する大学で
は，この期間，合わせて 7回の入試を行いますが，この前実施した 2月初旬の試験では，
2000名もの方に受験していただきました。マスク着用，アルコール消毒，別室受験等の対策
は行い，何とか試験は終了しましたが，後に行う入試ほど，より感染に配慮しなくてはなら
ない状況になっています。余談ですが，その試験中に蛾が飛び回って試験を中断せざるを得
ない珍事があり（申し添えておきますが試験会場は埼玉ではなく東京都区内のビルです），
試験時間の変更などの緊急対応が必要になったものの，ウイルスに比べれば目に見える蛾の
方がむしろ可愛らしく思えたくらいです。
　様々なことに振り回される受験生は気の毒です。ウイルスや蛾の話ではなく，昨年度は，
医学部入試の在り方が世間を騒がせましたが，今年度やり玉にあがったのは共通テストでし
た。次年度から，現在のセンター試験に代わって全国共通の試験として共通テストが実施さ
れます。今回，問題になったのは，その共通テストに導入される予定の記述試験および英語
の民間試験の実施方法でした。ただ，共通一次にはじまり名称が変遷してきたこの全国共通
の試験は，基礎的な学力をみるためだけの試験であって，大切な記述力などの能力は大学が
個別に行う二次試験で評価することを前提として行われてきたものです。そういった共通テ
ストに記述試験等を一律に導入する意義がどこにあるのか，共通テストの方向性そのものに
ついてもう一度考え直す必要があります。
　私共の大学でもまだまだ入試が続きます。変異するウイルス，コロコロ変わる入試に負け
ないよう，受験生には頑張ってもらいたいと思います。 （土田哲也）
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